
 

 

 

平成 24 年 11 月 7 日 

各 位 

会 社 名  保土谷化学工業株式会社 

代表者名   代表取締役社長 喜多野 利和 

（コード番号 4112 東証 1 部） 

問合せ先   経営企画部長 富山 裕光 

（TEL 03-5299-8019） 

 

 

連結子会社の合併の準備開始に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の子会社である日本パーオキサイド株式会

社を、合併する方針を決定するとともに、合併に向けた準備に入ることを決議いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 合併の目的 

当社グループにおいては、「高機能・高付加価値事業の拡充・強化」、「コスト競争

力のさらなる強化」、「効率的・合理的な運営体制を前提とした、グローバルな販

売･生産体制の一層の推進」が、喫緊の課題となっております。 

その中、当社は、子会社である日本パーオキサイド株式会社を合併し、当社グル

ープの経営資源を活用しつつ、本社機能および郡山工場（福島県）での効率的・

合理的な運営体制を構築してまいります。 

そして、過酸化水素およびその周辺事業での「研究開発の強化」、「M&A」、「海外

展開」等を含め、事業基盤を補完・強化を図りつつ、より競争力のある事業構造へ

の転換を進めてまいります。 

 

２． 合併の要旨 

1) 合併の日程 

合併準備開始決議の取締役会 平成 24 年 11 月 7 日 

合併の予定日    平成 25 年 4 月 1 日以降、平成 25 年 10 月までに 

合併することとし、速やかに合併条件の検討、 

協議に着手いたします。 

合併が決定次第、お知らせいたします。 

2) 合併方式 

当社を、存続会社とする吸収合併方式です。 

3) 合併に係る割当ての内容 

合併に係る割当ての内容については、現時点で未定です。 

4) 合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当する事項は、ありません。 

 

３． 合併に係る割当ての内容の算定の考え方 

割当ての内容が決まり次第、お知らせいたします。 

 

 



 

４． 合併当事会社の概要（平成 24 年 3 月 31 日時点） 

(1)商号 保土谷化学工業株式会社 

（存続会社） 

日本パーオキサイド株式会社 

（消滅会社） 

(2)本店所在地 ※1 東京都中央区八重洲 2 丁目 4 番 1 号  東京都中央区八重洲 2 丁目 4 番 1 号  

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 

喜多野 利和 

代表取締役社長 

栗原 信治 

(4)事業内容 電子材料、色素材料、樹脂材料、農薬など有機

工業薬品の製造・販売 

過 酸 化 水 素 、過 酸 化 水 素 誘 導 体 等 の無 機 工

業薬品の製造・販売 

(5)資本金 111 億 96 百万円 800 百万円 

(6)設立年月日 1916 年 12 月 15 日 1963 年 7 月 10 日 

(7)発行済株式数 84,137 千株 1,600 千株 

(8)純資産 28,184 百万円（連結） 6,003 百万円 

(9)総資産 52,116 百万円（連結） 7,189 百万円 

(10)決算期 3 月 31 日 3 月 31 日 

(11)従業員数 733 名（連結） 128 名 

(12)大株主および持株比率 

 ※2 

東ソー㈱   20.00%

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱ 11.29%

保土谷化学工業㈱（自己株式）  5.98%

㈱みずほコーポレート銀行   3.55%

農林中央金庫   2.70%

保土谷化学工業㈱  97.0% 

三徳化学工業㈱  3.0% 

※1 平成 24 年 5 月 7 日移転後 

※2 平成 24 年 9 月 30 日現在 

 

５． 合併後の状況（予定） 

(1)商号 保土谷化学工業株式会社 

（存続会社） 

(2)本店所在地 東京都中央区八重洲 2 丁目 4 番 1 号 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 

喜多野 利和 

(4)事業内容 電子材料、色素材料、樹脂材料、農薬など有機工業薬品の製造・販売 

過酸化水素、過酸化水素誘導体等の無機工業薬品の製造・販売 

(5)資本金 未定 

(6)純資産 未定 

(7)総資産 未定 

(8)決算期 3 月 31 日 

 

６． 今後の予定 

本日、準備プロジェクトの設立を決定いたしました。 

このプロジェクトを中心に、合併準備を進めてまいります。 

その際、株主の皆様、お客様等の利益を最大限に向上することを目標として、 

対応してまいります。 

 

７． 今後の見通し 

当社と当社の子会社との合併であり、合併による当社連結業績への影響は 

ありません。 

以上 


